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(1)環 境 と コ ミ ュニ ケ ー シ ョン

人間の社会の進歩の順 は 「血縁社会」に始 まる。血のつ なが った人た ちが集 って共 同体

を作 っていた。やがて農耕社会 になると、土地を共有 し水 を管理する 「地縁社会」になり、

村落共 同体ができる。

その後近代工業社会になると、血縁社会 も地縁社会も衰退 して、 「職縁社会」が生 まれ

る。っまり同 じ職場を縁 とする社会 で、仕事を離れて ゴル フやカラオケに行 くの も職場の

人間 と一緒。職場結婚な どを見 ても、これが職縁社会の縮図 といえよう。

この職縁社会に基づ く人間関係が崩壊の方 向へ進み、個人の価値観や思想 、趣味な どを

含む情報の共有によ って形成され る新 しい人間関係が生れ ようと している。 これがネ ッ ト

ワー ク上の市民、す なわ ちネチズンの誕生 であ る。

今後、マルチメデ ィアの職場感は高まり、そ してこれが広 く普及す るとコミュニケー ショ

ンは 「場所」 という束縛か ら少 しずっ開放 され、ネ ッ トワー クのサイバースペース上での

活動や コミュニケーシ ョンの 「情報縁」さ らには 「好縁」といったものが誕生す る時代が、

到来 しっっある。

森岡正博は 『意識通信』(筑 摩書房 、1993)の 中で、 こう した電子ネ ッ トワークの中で

架空に成立する場所、地域を超えた 「匿名性のコミュニティー」を 「地域性のコミュニテ ィー」

「共同性の コミュニテ ィー」 と並ぶ第3の コミュニテ ィーと して位置づけている。

環境 とコミュニケーシ ョンの関係 を考えると次のような概念図になる。

主に 口伝えですべ ての コミュニケーシ ョンが行われていた太古の時代 は、人間は 自然 に

従属 して生活 していた。 コミュニケーシ ョンの手段 と しては肉声 に加 え打楽器、のろ し、

笛 などが用 い られたが、その伝達範 囲は人間の視聴覚の範囲に限 られ ていた。

中世 になるとグーデ ンベルグ(15世 紀)に より活字の印刷技術が発 明される。 また、近

代にな り電信 ・電話が普及 し、コミュニケー シ ョンの範 囲は情報の大量分配 ・大量複製が

可能になり飛躍的に拡大する。

ここで言う環境 とは、まわ りを取 りまいている外界のことをさす のだが、環境には 「う
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ち」と 「そ と」があ り、その 「境界」があるということを認識 しなければならない、,

人間にとっての環境は 自然環境 と社会環境 に分けることがで きるD。 「自然環境」 とは

太陽 ・地球 ・海 ・山 ・川 ・水 ・土 ・空気のような無生物 と、植物と動物のような生物の両

方を含み、っ まり人類の活動とは関係な しに秩序づけ られ、進化 している 「客観的な所与」

のことを意味する。

「社会環境」とは人間 の集 団や組織、制度 など我 々を取 り巻 く人間の社会が環境 と して

作用す ることを意味す る。人は特に言語をは じめ とす るさまざまなシンボルをっ くりだす

能力をもち、それ らを相互行為の メデ ィアと して用 いて他 の人間とコ ミュニケー トす る高

度の能力を有 している。

また人は長い間暑さ、寒 さ、風、雨な どのきび しい自然環境に生活様式を変えることに

より対処 してきたが、技術 を開発す ることによ って環境の側を変え る能力を身にっけた。

環境 とコ ミュニケーシ ョンの歴 史的関係

太古(口 伝えの時代)

中世～近代(活 字の時代)

現代(情 報文化の時代)

コ ミュ ニ ケ ー シ ョン の方 法

声

打楽器

のろし

笛

電信

電話

印刷

ラジオ

テ レビ

ファクシ ミリ

光デ ィスク

磁気デ ィス ク

インターネ ッ ト

e一メール

CD-ROM

特 長

人の視聴覚能

力の範囲

大量複製

大量分配

一方向性

双方向性

同時性

ネ ッ トワー ク
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この 「適応」す る、っま り生物が環境 に適応す るように 自己の形態 ・習性 などを変化 さ

せ る能力は、他の生物が種の レベルにおいてのみ可能 なことに比べ、人間はテクノロジー

によって自然の一部 を加工 し改変す ることも可能な らしめた。

前慶鷹大学教授の富永憲一によると、この社会環境は4つ のサブシステムか ら成 り、そ

れ らは経済シテム、政治システム、文化 システムと狭義の社会システムであ る2)。

経済システムとは、人間は生活 に必要 なものを生産 し、交換 し、消費す るこの経済シス

テムに関連 して、人間は金融や流通、貿易な どの経済制度 をっ くっている。政治 システム

とは、人間は他の人間を権力によって支配 し、 コン トロール している。 これ らの政治シス

テムに関 して、議会、政府、行政、司法 などの政治制度 をっ くっている。

文化システムとは、科学、哲学、芸術、宗教、価値、生徒などの文化的価値体系をっ くっ

てお り、それ ら一っ一っではすべて境界の間にいる人間にとって環境 を構成 してい る。

狭義の社会 システムとは人間は互いに集ま って社会集団(家 族 ・学校 ・企業 ・国家 など)

地域社会(近 隣 ・町 ・村 ・都市 ・国民社会など)、 および準社会(社 会階層 ・民族 ・種族 ・

国際社会 など)を っ くっている。

これ らの社会集団 ・地域社会 ・準社会 の一つ一っはすべて境界の内にいる人間にと って

環境である。

現代は情報化社会であることは言わず もが なであるが、福澤諭吉 は100年 前 にそれ を予

見 していた。 氏の 「文明論之概略」(1879)に 次のような下 りがある3)。

西人の言に、電信は世界の面を狭 くした りと、余はす なわ ち云 く電信 に蒸気 を交 え

用いれば、時を縮めて事を多 くし、以 って人の寿命を長 うす と。(中 略)

語 に云 く、智極 まりて勇生ず と。余を以 って以語を解すれ ば、智 とは必ず しも事物

の理 を考え て工夫するの義 のみに非ず、聞見を博 くして事物 の有 り様を知 ると云う意

味 にも取可 し。即ち英語 にて言えば 「インフォルメー ション」の義に解 して可な らん。

文明 とはあ らゆる分野で交通が盛んになること、っ まりコミュニケーシ ョンを頻繁にす

ることでもた らされ る。その影響は精神に もお よび、さらにイ ンフ ォメーシ ョンの交換 と

エネルギーとの結合が時空を短縮す ると、当時 「情報」とい う日本語が なか った時代 にそ

の重要性を説 いている。

さて、メデ ィアという言葉 をここで整理 してお きたい。メデ ィアとは個人か ら個人へ、

シ ンボルを運ぶ伝達の媒体であ る,,言 語は シンボルであるとともに、相互行為を媒介す る

か らメデ ィアで もある。

人類は太古の狩猟 ・採集社会の時代、音声 をメデ ィアとす る話 し言葉 を使 っていたが 、

文字をメデ ィアとす る書 き言葉はも っていなか った。文字の出現は農耕社会の段階まで待
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たねばな らない。そ して、近代産業社会の段階になって印刷技術が開発され、活字が本や

雑誌 と して大量 にコピーされ、遠隔地 に運ぶ ことが可能 になった。

さ らに、電信 ・電話 などのアナログ ・メデ ィアにより、その時間が大幅に短縮 された。

そ して コンピュー タの発明によ り、当初は計算の道具であったパ ソコンがネ ッ トワークさ

れ ることによ りコミュニケーシ ョンの機能 を備え ることにな り、現代 ではWWWな どの地

球規模のグローバル ・コミュニケー シ ョンが可能になった と言え るだろう。

(2)情 報 文 化 の 時 代 の 特 長

さて、情報環境が整 った社会をあえて情報文化の時代と呼ぶとすれば、その特長 を考え

てみたい。

第1の 特長は 「参加」 という概念である。京都大学稲垣耕三助教授 によると、イ ンター

ネ ッ トや携帯電話 、CD-ROM、 さ らにはテ レビゲームもカラオケも、1兆 円以上の大 き

な産業に成長 したが、新 しい メデ ィアを大 きな産業 に育てようとす るとき、これ らは 「参

加型」 という特長があると述べている4}。

インターネ ットとは 「ネ ットワークのネ ッ トワーク」という意味で、世界中のコンピュー

タ ・ネ ッ トワー クを結びっけて、情報 ネ ッ トワークの中に仮想的な社会 をっ くりだす。イ

ンターネ ッ トに接続することは、それだけで新 しい社会に入 ってい くようなもので、あ る

種の興奮を覚え るのは筆者だけではなかろう。

っ まり分か りやす い例でい うと、手紙に切手を貼 り付けて、郵便 ポス トに投函す る行為

を考えると良い。ホームペー ジを作成す るという作業は、手紙はポス トに投函 しなけば配

達 されないのと同 じように、インターネ ッ トもア ドレスを登録 してアクセス しなければ参

加で きないものである。

このアクセスす るという積極的参加がなければ電子会議もチ ャ ッ トも←メールも成立 し

ないということは、一方ではパ ソコン通信のネ ックで もある。

っまり好 き嫌いは別に して、電信 コミュニケー シ ョンに参加できるユーザーと、で きな

いユーザーの問題、っま りコミュニケー シ ョン ・ハ ンデ ィキャ ップの問題が現存す る。

2っ 目の特長は 「匿名性(anonymity)]と いう概念である。

人は顔で 自己表現 を してお り、 コミュニケー シ ョンをとってい る間、相手の顔 を見て、

その気持や言葉 に表れ ない細かい感情 を読み取 ってい る。っま り顔 はその人を判断す るた

めに必要 な個別 の情報が集 中 している、,

電話でも顔は 見えないが、相手の出す声の トー ンや音色によ って相手の感情や微妙な気

持 などが伝わ って くる。 ところが電子 メールだと文字情報だけなので相手の感情は伝わ り

に くい。っ まり相手が どのような場所で、 どのような感情をもって、どのような時に情報

を伝達 してきたのか分か らないという欠点がある。 また、ホームペー ジを開 くということ
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は、それは電話帳 に個人の電話番号を掲載す るのと同 じようなことではあるが、この場合

は 日本だけの通信ということになるが、イ ンターネ ッ トは世界 中のネ ッ トワーカーか らア

クセス しても らっていいということを認めることになる。

それだけ グローバル なネ ッ トワー クにアクセス出来 るということは、世界共通文化 の共

有 という恩恵 にあずかれ る一方、自分をさらけだす結果 となり、自分の好 まない情報 も、

第3者 か ら見 られた り盗まれた りす るということを覚悟 しておかねばな らない。

最近 、若い人が面 と向か ってはほとん ど何 も話せ ないけれ ども、電話や電子 メールだ と

饒舌になるというケースがあ る。 コミュニケー シ ョンの基本は実際面 と向か って話をす る

ことなのだが 、電話や電子 メールを使 ったほうが話 しやす いという人が増えてきている。

電話の場 合は受話器の向こう側に相手方がい なければ コミュニケーシ ョンが成立 しない

が、電子 メールの場合は向こうに相手がいな くても会話が成立す る。っ まりメデ ィアを通

じて相手 と話 をす るのではなく、メデ ィアその ものと しか コ ミュニケー シ ョンで きないと

いうような種類の人が出現 していることは、メデ ィア社会の影 の部分だ ろう。

第3番 目の特長は 「情報はブロウであ り、知識はス トックである」 ということであ る5)。

っ まり、情報化 とは、情報の収集能力 ・処理能力 ・伝達能力が飛躍的に増大す ることで、

それ を理解 した り判断す ることを意味 しないということである。

情報そのものの コンテクス ト度は0に 限 りな く近 く低 い。 このことはニ ュースは古 くな

ると価値が な くなるという点で共通 している。情報の中か ら恒久的価値のあるものが選 び

出され、蓄積 され、体系化 され、は じめて情報 は文化 になる。それ は、おびただ しい数の

流行歌の中か らスタンダー ドが生れてい く過程 に類似 している。そ して文化 になった情報

は知識 と呼ばれるものになる。

情報化社会 とは、 コンピュー タが普及 し、ネ ッ トワー クを形成す る素地 を有 している社

会の ことで、そのネ ッ トワークか らどのような知恵の体系を構築 してい くかということは、

あ くまでも人間の英知 にかか ってい るのである。
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